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題

名 
H8SX/1650グループハードウェアマニュアルの誤記訂正 情報分類 技術資料 

対象ロット等 
適

用

製

品 

H8SX/1650 グループ 
全ロット 

関連資料 
H8SX/1650 
グループハードウェアマニュアル 
(RJJ09B0314-0200) 

 

H8SX/1650 グループハードウェアマニュアルにおいて誤記がありましたので、ご案内申し上げます。 

 

＜誤記訂正内容＞  

 

1. 概要 

(1)  頁 1-2 「表1.1 仕様概要」のCPUについて以下のように訂正します。 

〔変更前〕 
分類 モジュール/機能 説明 

CPU CPU 【省略 ～変更無し～】 

・積和演算命令をサポート（16×16＋32 → 32ビット） 

 

〔変更後〕 
分類 モジュール/機能 説明 

CPU CPU 【省略 ～変更無し～】 

・積和演算命令をサポート（16×16＋42 → 42ビット） 
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5. 割り込みコントローラ 

(1) 頁5-26、頁 5-27 ｢5.6.5 割り込みによるDTCの起動｣の記述から、DTCERF、DTCERG、DTCERHを削除します。 

〔変更前〕 

 （1） 割り込み要因の選択 

DTC の DTCERA～DTCERH の DTCE ビットにより、DTC 起動要求とするか、CPU 割り込み要求とするか 

を選択します。 

   （省略 ～変更無し～)  

 （2） 優先順位判定 

   （省略 ～変更無し～)  

 （3） 動作順序 

   （省略 ～変更無し～)  

 

  表5.6 に、DTC の DTCERA～DTCERH の DTCE ビット、および DTC のMRB の DISEL ビットの設定によ 

る割り込み要因の選択と割り込み要因クリア制御を示します。 

 

〔変更後〕 

 （1） 割り込み要因の選択 

DTC の DTCERA～DTCERE の DTCE ビットにより、DTC 起動要求とするか、CPU 割り込み要求とするか 

を選択します。 

   （省略 ～変更無し～)  

 （2） 優先順位判定 

   （省略 ～変更無し～)  

 （3） 動作順序 

   （省略 ～変更無し～)  

 

  表5.6 に、DTC の DTCERA～DTCERE の DTCE ビット、および DTC のMRB の DISEL ビットの設定によ 

る割り込み要因の選択と割り込み要因クリア制御を示します。 
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7. データトランスファコントローラ（DTC） 

(1)  頁 7-2 「図7.1 DTCのブロック図」内の DTCERの記述を以下のように訂正します。 

〔変更前〕図 7.1 DTCのブロック図            〔変更後〕図7.1 DTCのブロック図 

割込みコントローラ

DTCERA

DTCERH

【記号説明】 
MRA、MRB
SAR
DAR
CRA、CRB
DTCERA～DTCERH
DTCCR
DTCVBR

~

DTCCR

CPU割込み要求
要因クリア要求

DTC起動要求
ベクタ信号

：DTCモードレジスタA、B
：DTCソースアドレスレジスタ
：DTCデスティネーションアドレスレジスタ
：DTC転送カウントレジスタA、B
：DTCイネーブルレジスタ A～H
：DTCコントロールレジスタ
：DTCベクタベースレジスタ

【 他部分省略　～修正無し～】 

割込みコントローラ

DTCERA

DTCERE

【記号説明】 
MRA、MRB
SAR
DAR
CRA、CRB
DTCERA～DTCERE
DTCCR
DTCVBR

~

DTCCR

CPU割込み要求
要因クリア要求

DTC起動要求
ベクタ信号

：DTCモードレジスタA、B
：DTCソースアドレスレジスタ
：DTCデスティネーションアドレスレジスタ
：DTC転送カウントレジスタA、B
：DTCイネーブルレジスタ A～E
：DTCコントロールレジスタ
：DTCベクタベースレジスタ

【 他部分省略　～修正無し～】 

 

 

(2)  頁 7-3 「7.2 レジスタの説明」のDTCイネーブルレジスタの記述から、DTCERF、DTCERG、DTCERHを削除します。 

〔変更前〕 

 ・DTCイネーブルレジスタ A～H（DTCERA～DTCERH） 

 

〔変更後〕 

 ・DTCイネーブルレジスタ A～E（DTCERA～DTCERE） 

 

(3)  頁 7-7 DTCイネーブルレジスタの説明から、DTCERG、DTCERHを削除します。 

〔変更前〕 

 7.2.7 DTCイネーブルレジスタ A～H(DTCERA～DTCERH) 

  DTCERは、DTC を起動する割り込み要因を選択するためのレジスタで、DTCERA～DTCERH があります。 

  【以下省略】 

 

〔変更後〕 

 7.2.7 DTCイネーブルレジスタ A～E(DTCERA～DTCERE) 

  DTCERは、DTC を起動する割り込み要因を選択するためのレジスタで、DTCERA～DTCEREがあります。 

  【以下省略】 
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8. I/Oポート 

(1)  頁 8-31 「表8.5  各ポートの出力信号有効設定一覧」の PA1の記述を以下のように訂正します。 

〔変更前〕 
Port 出力設定 

信号名 
出力 
信号名 

信号選択 
レジスタの設定 

各内部モジュールの設定 

BACK_OE BACK  BCR1.BRLE=1 PA 1 

(RD/WR)_OE RD/WR  PFCR2.REWRE=1、または SRAMCR.BCSELn=1 
 

〔変更後〕 
Port 出力設定 

信号名 
出力 
信号名 

信号選択 
レジスタの設定 

各内部モジュールの設定 

BACK_OE BACK  BCR1.BRLE=1 PA 1 

(RD/WR)_OE RD/WR  PFCR2.RDWRE=1、または SRAMCR.BCSELn=1 

 

11. 8ビットタイマ(TMR) 

(1)  頁 11-19 「11.7.2 A/D変換器の起動」の説明を以下のように訂正します。 

〔変更前〕 

TMR_0 のコンペアマッチ A のみ、A/D 変換器を起動することができます。 

TMR_0 のコンペアマッチ A の発生により、TCSR_0 の CMFA フラグが 1 にセットされたとき、ADTE ビットが 

1 にセットされていれば、A/D 変換器に対して A/D 変換の開始を要求します。このとき A/D 変換器側で、8 ビット 

タイマの変換トリガが選択されていれば、A/D 変換が開始されます。 

 

〔変更後〕 

TMR_0、TMR_2のコンペアマッチ A で、A/D 変換器を起動することができます。 

コンペアマッチ A の発生により、TCSR の CMFA フラグが 1 にセットされたとき、ADTE ビットが 

1 にセットされていれば、A/D 変換器に対して A/D 変換の開始を要求します。このとき A/D 変換器側で、8 ビット 

タイマの変換トリガが選択されていれば、A/D 変換が開始されます。 
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13. シリアルコミュニケーションインタフェース 

(1) 頁13-12 シリアルステータスレジスタ(SSR)のビット名を以下のように訂正します。 

〔変更前〕 

シリアルステータスレジスタ(SSR) 

 ・SCMRの SMIF=0のとき 

 

 

 

 

 

〔変更後〕 

シリアルステータスレジスタ(SSR) 

 ・SCMRの SMIF=0のとき 

 

 

 

 

 

19. レジスタ一覧 

 (1)  頁 19-5 「19.1レジスタアドレス一覧」 の DTCERの記述から、DTCERF、DTCERG、DTCERHを削除します。 

〔変更前〕 
レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス モジュール データ 

バス幅 
アクセス 
ステート数 

～説明省略(変更なし)～ 

DTCイネーブルレジスタ E  DTCERE 16 H’FFF28 INTC 16 2Iφ /3Iφ  
DTCイネーブルレジスタ F  DTCERF 16 H’FFF2A INTC 16 2Iφ /3Iφ  
DTCイネーブルレジスタ G  DTCERG 16 H’FFF2C INTC 16 2Iφ /3Iφ  
DTCイネーブルレジスタ H  DTCERH 16 H’FFF2E INTC 16 2Iφ /3Iφ  
DTCコントロールレジスタ  DTCCR 8 H’FFF30 INTC 16 2Iφ /3Iφ  

～説明省略(変更なし)～ 

 

〔変更後〕 
レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス モジュール データ 

バス幅 
アクセス 
ステート数 

～説明省略(変更なし)～ 
DTCイネーブルレジスタ E DTCERE 16 H’FFF28 INTC 16 2Iφ /3Iφ  
DTCコントロールレジスタ DTCCR 8 H’FFF30 INTC 16 2Iφ /3Iφ  

～説明省略(変更なし)～ 

 

TDRE RDRF ORER FRE PER TEND MPB MPBT 

1 0 0 0 0 1 0 0 

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R R R/W 

7 6 5 4 3 2 1 0 

ビット名 

初期値： 

R/W 

ビット 

TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT 

1 0 0 0 0 1 0 0 

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R R R/W 

7 6 5 4 3 2 1 0 

ビット名 

初期値： 

R/W 

ビット 
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(2)  頁 19-14 「19.2レジスタビット一覧」 の INTCモジュールの記述から、DTCERF、DTCERG、DTCERHを削除します。 

〔変更前〕 
レジスタ 
略称 

ビット 
31/23/15/7 

ビット 
30/22/14/6 

ビット 
29/21/13/5 

ビット 
28/20/12/4 

ビット 
27/19/11/3 

ビット 
26/18/10/2 

ビット 
25/17/9/1 

ビット 
24/16/8/0 

モジュール 

 ～説明省略(変更なし)～ TPU_5 
DTCERA ~ 
DTCERD 

～説明省略(変更なし)～ 

DTCE15 DTCE14 DTCE13 DTCE12 DTCE11 DTCE10 DTCE9 DTCE8 DTCERE 

DTCE7 DTCE6 DTCE5 DTCE4 DTCE3 DTCE2 DTCE1 DTCE0 
DTCE15 DTCE14 DTCE13 DTCE12 DTCE11 DTCE10 DTCE9 DTCE8 DTCERF 

DTCE7 DTCE6 DTCE5 DTCE4 DTCE3 DTCE2 DTCE1 DTCE0 

DTCE15 DTCE14 DTCE13 DTCE12 DTCE11 DTCE10 DTCE9 DTCE8 DTCERG 

DTCE7 DTCE6 DTCE5 DTCE4 DTCE3 DTCE2 DTCE1 DTCE0 
DTCE15 DTCE14 DTCE13 DTCE12 DTCE11 DTCE10 DTCE9 DTCE8 DTCERH 

DTCE7 DTCE6 DTCE5 DTCE4 DTCE3 DTCE2 DTCE1 DTCE0 
DTCCR ―  ―  ―  RRS RCHNE ―  ―  ERR 

INTCR ~ ISR ～説明省略(変更なし)～ 

INTC 

 ～説明省略(変更なし)～ I/O ポート 

 

〔変更後〕 
レジスタ 
略称 

ビット 
31/23/15/7 

ビット 
30/22/14/6 

ビット 
29/21/13/5 

ビット 
28/20/12/4 

ビット 
27/19/11/3 

ビット 
26/18/10/2 

ビット 
25/17/9/1 

ビット 
24/16/8/0 

モジュール 

 ～説明省略(変更なし)～ TPU_5 

DTCERA ~ 
DTCERD 

～説明省略(変更なし)～ 

DTCE15 DTCE14 DTCE13 DTCE12 DTCE11 DTCE10 DTCE9 DTCE8 DTCERE 

DTCE7 DTCE6 DTCE5 DTCE4 DTCE3 DTCE2 DTCE1 DTCE0 
DTCCR ―  ―  ―  RRS RCHNE ―  ―  ERR 

INTCR ~ ISR ～説明省略(変更なし)～ 

INTC 

 ～説明省略(変更なし)～ I/O ポート 
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(3)  頁 19-23 「19.3各動作モードにおけるレジスタの状態」 の INTCモジュールの記述から、DTCERF、DTCERG、DTCERH

を削除します。 

〔変更前〕 
レジスタ 
略称 

リセット モジュール 
ストップ 
状態 

スリープ 
モード 

全モジュール 
クロック 
ストップ 
モード 

ソフトウェア 
スタンバイ 
モード 

ハードウェア 
スタンバイ 
モード 

モジュール 

 ～説明省略(変更なし)～ TPU_5 
DTCERA ~ 
DTCERD 

～説明省略(変更なし)～ INTC 

DTCERE 初期化  ―  ―   ―  ―   初期化 
DTCERF 初期化  ―  ―   ―  ―   初期化 
DTCERG 初期化  ―  ―   ―  ―   初期化 
DTCERH 初期化  ―  ―   ―  ―   初期化 
DTCCR 初期化  ―  ―   ―  ―   初期化 

 

INTCR ~ ISR ～説明省略(変更なし)～  
 ～説明省略(変更なし)～ I/O ポート 

 

〔変更後〕 
レジスタ 
略称 

リセット モジュール 
ストップ 
状態 

スリープ 
モード 

全モジュール 
クロック 
ストップ 
モード 

ソフトウェア 
スタンバイ 
モード 

ハードウェア 
スタンバイ 
モード 

モジュール 

 ～説明省略(変更なし)～ TPU_5 
DTCERA ~ 
DTCERD 

～説明省略(変更なし)～ 

DTCERE 初期化 ―  ―   ―  ―  初期化 
DTCCR 初期化 ―  ―   ―  ―  初期化 

INTCR ~ ISR ～説明省略(変更なし)～ 

INTC 

 ～説明省略(変更なし)～ I/O ポート 

 


